
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の充実と新規施策の 

検討についての意見一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害福祉施策の見直しに関する検討会 



「施策の充実と新規施策の検討について」 

 

 障害福祉に関する施策の充実と新規施策の検討について、どのような意見があるか。 
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○宇部市腎友会 

・ 透析患者は就業時間の制限を受けるため、就労には企業の理解が欠かせないが、なか

なか理解が得られず、特に新しく就労することが困難な状況にあるので支援が必要。 

・ 腎臓機能障害者は様々な合併症を発症することが多く、医療の必要性が高い。福祉医

療費制度の助成を今後も維持してほしい。 

 

○特定非営利活動法人 むつみ会 

・ 企業は雇用しやすい障害者を好む傾向にあり、一度雇用されても何らかの問題が生じ

るとすぐに解雇されることがある。そうした企業の姿勢を行政から指導してほしい。 

・ 障害者本人だけでなく、それを支える家族も心身の疲労から体調を崩すことがあるた

め、２４時間相談できる家族を支える窓口がほしい。 

 

○南風荘後援会 

・ ヘルパーや訪問看護利用時の負担を軽減してほしい。 

・ 市民後見人制度を充実させてほしい。 

・ 働く場がほしい。企業への働きかけ、ジョブコーチの配置など就労に向けた支援をし

てほしい。 

・ 余暇活動を充実させてほしい。生活介護を利用している人などの土日の活動の場がほ

しい。 

・ 障害者自立支援法によるサービスは低所得者の負担がないが、介護保険は一割負担に

なるため、高齢化に伴い負担が増えているため、年齢によって適用される制度が変わ

って自己負担が増えることに配慮がほしい。 

 

○山口喉友会宇部教室 

・ 障害者自身も、自分の能力を活用していけるように努力していく。障害者が自立して

生きる方法を見つけるまでの支援が必要。 

・ 障害の程度によって就労の枠が決まる傾向にあるが、障害の重さではなく障害者一人

一人の能力に応じて就労の機会があるように社会にも理解してほしい。 

・ 病院と障害者団体が連携して社会復帰のための訓練を行う仕組みが必要である。 

 

○宇部市視覚障害者福祉協会 

・ 就労の意欲を持つ人は多いが、環境が整わないために就労できない人がいる。そうし

た人が就労して社会に参加していけるような整備に予算を使ってほしい。 

・ 視覚障害者は緊急時などタクシーを利用する必要性が高いので、タクシーの助成を見

直す場合はその点を踏まえた上で検討してほしい。 

 

○宇部市聴覚障害者福祉協会 

・ 身の回りの設備には、音声に従って操作するものなど聴覚障害者が利用しにくいもの

がある。そうしたものが聴覚障害者も利用しやすい形になれば、障害者も社会参加し



やすくなる。 

・ 障害者団体への生活訓練などの事業費を充実させてほしい。 

・ 高齢化等により就労が難しい障害者が増えている。高齢者への就労支援等を充実する

ことも有効。 

 

○ひまわり会(宇部市ダウン症児親の会) 

・ デイサービスは人数がいっぱいで利用できないことがある。また、時間も短いため利

用しにくい。 

・ 障害児の余暇活動を充実させてほしい。 

 

○知的障害者家族の会“そら” 

・ 誰もが安心して暮らせる制度を作ってほしい。 

 

○在宅障害者・児と家族を支援する会 

・ ショートステイのベッド数を確保してほしい。 

・ 最重度の障害者が利用できるショートステイ施設が必要。 

・ 福祉タクシー券の適正利用を図る。 

・ 保護者は制度の変化に合わせてサービスの利用計画などを見直す必要があるが、相談

に行くたびに相手が変わっていたり、判断が異なっていたりするので、一貫した相談

が出来るように専門のコーディネーターを配置してほしい。 

 

○特定非営利活動法人 おひさま生活塾 

・ 普段は保護者の送迎でサービスを利用している人でも、保護者が送迎できない場合に

は移動支援を利用する必要があるため、もっと様々な場面で移動支援が利用できるよ

うにしてほしい。 

・ 日常的に医療行為が必要な障害者でも利用できるショートステイのベッド数を確保し

て欲しい。 

 

○宇部すみれ会 

・ 発達障害は一見して分からない障害なので、周囲に家族が困っていることを理解して

もらえないことがある。社会の人に発達障害のことをもっと知ってもらいたい。 

 

○NPO 法人 ふらっとコミュニティひだまり 

・ 特になし 

 

○宇部市障害者ケア協議会 

・ バス優待乗車助成制度については、自己負担の導入を検討してはどうか。 

・ タクシー券が適正に利用されるよう一律に助成をするのではなく、必要性に応じた助

成を行ってはどうか。制度自体を見直すべき。 

・ グループホーム、ケアホーム並びに日中活動の場を整備してほしい。 

・ 宇部市内には最重度の障害者が利用できる施設が少ないので、施設を増やしてほしい。 

・ 成年後見制度をシステム化し、利用しやすいようにしてほしい。 


